
・計画概要

（１） 予定建物規模 延床面積：約9,000㎡ 階数：地上３階建て（屋上プール、プール諸室等含む）地階なし

構造：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造（予定）

（２）予定諸室

普通教室等：普通教室（9教室）、習熟度別指導教室（3教室）

特別教室：理科教室、音楽教室、美術教室、技術教室（金工・木工兼用）

家庭科教室（調理・被服兼用）、

ラーニングコモンズ（図書室、コンピューター教室）、多目的室

教育相談室、進路資料・指導室

管理諸室：教員室、校長室・付属会議室、保健室、用務室、事務室、会議室

印刷室、放送室、教職員用更衣室、教材資料室、物品収納室・倉庫

給食室、配膳室、生徒用更衣室、生徒会室、プール用更衣室

プール用シャワー室、体育倉庫（屋外）

特別支援教室：特別支援教室 特別支援学級：教室、教員室

地域開放諸室：地域集会室、郷土資料室、備蓄倉庫、PTA室 運動場施設：体育館、武道場、屋外プール
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・挨拶 ・基本構想・基本計画概要について

・第四回学校改築懇談会の開催報告について ・質疑応答

第五回「石川台中学校学校改築懇談会」を開催しました

令和６年１月24日に、第五回学校改築懇談会が石川台中学校にて行われました。基本構想・基本計画

の概要、想定諸室の使い方や学校を利用する際の動線に関すること等が議題となりました。

2024年（令和6年）３月
発行：大田区教育委員会

実施日時：令和６年１月24日（水）
18時00分から19時00分

場 所：石川台中学校 視聴覚室

基本構想・基本計画について

これまでの検討を経て、どのような形で基本構想・基本計画としてとりまとめたか報告しました。また、コンセプト案・施

設整備方針を踏まえたゾーニング案、計画概要（予定建物規模、予定諸室等）についてご説明を行いました。

※基本構想・基本計画の最終版については、後日HPへ掲載いたします。住民説明会資料と合わせてご確認ください。

主な質疑応答・ご意見

Q：タブレット端末を用いて教室内で行う授業が増えているが、新校舎にコンピューター室は必要なのか。

→予定諸室の想定面積表には記載があるが、実際は図書館機能を併設したラーニングコモンズ内に計画しており、タブ

レット端末を持ち寄って調べ学習をするスペースとしての運用を考えている。

Q：地域集会室は自由に出入りできるとの話だったが、生徒との動線やセキュリティーの問題はどう考えているか。

→地域集会室は昼間も利用できるようにする。動線やセキュリティーラインは設計の段階で決めていく。地域集会室と

同様に地域利用想定している体育館や武道場などは、北側に寄せた配置計画としている。

Q：下足から上履きへの履き替えは必要なのか。履物の紛失の問題がなくなるし、下駄箱が不要になる分スペースに余

裕が生まれ、バリアフリーの観点からも地域の人が利用しやすくなると思う。

→履き替えが必要という明確な基準はなく、日本の生活習慣や衛生面から、大田区の学校では上履きに履き替える形と

している。

委員意見：特別支援学級について、普通教室と連続性のある現在の配置もよいが、地域開放室を２階、特別支援学級を

１階とする案も検討してほしい。

委員意見：地域開放エリアを見渡せるように用務室を配置し、人の目で人の出入りを確認できるようにしてほしい。

参考：生徒数・学級数の推移

年度 生徒数 学級数

令和５年度 195 6

令和６年度 207 6

令和７年度 224 7

令和８年度 232 8

令和９年度 253 8

令和10年度 264 9

参考：特別支援学級の生徒数及び学級数

年度 生徒数 学級数

令和５年度 11 2

ご不明な点やご意見については、下記担当までご連絡ください。
問合せ先：大田区教育委員会事務局 教育総務課 施設担当 ℡ 03-5744-1399  mail :  t-kyouiku@city.ota.tokyo.jp


